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第3章 情報表現規約／第2節 標準メッセージ規約

第3章 情報表現規約／第2節 標準メッセージ規約
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2節　標準メッセージ規約

1　情報の定義
1.1　情報単位の定義
1.1.1　メッセージ
「メッセージ」とは、帳票データ（後述）を表すテキストデータ、および技術データ（後述）の内容を説明するテキストデータの集合体をいう。

標準ビジネスプロトコルでは、CIIシンタックスルールにおけるメッセージ・ヘッダーからメッセージ・トレーラーの間の１メッセージで表される。メッセージの特定方法は「第3章 第3節 1.4 メッセージの特定」を参照されたい。

1.1.2　明細データ
　「明細」とは、「メッセージ」の中で、同一の項目でありながら、繰り返し現れる情報グループをいう。郵送・手渡しで使われる帳票・伝票の明細と同じ単位である。「明細データ」とは、明細内での繰り返しの単位をいう。１明細データは帳票・伝票の１明細行と等しい単位である。

1.1.3　取引
　「取引」とは、注文によって発生する企業間における売買の単位をいう。したがって、一般に１注文＝１取引となる。CI-NET標準ビジネスプロトコルでは、原則として発注者が採番した注文番号により取引を特定する。メッセージと取引が一対一に対応する場合（１メッセージ＝１取引）と、１つのメッセージ内に複数の取引が記述される場合（１メッセージ＝複数取引）などがあり、メッセージと取引は必ずしも一致しない。
1.1.4　取引内訳
「取引内訳」とは、「取引」が表す総量・総金額に対し、その内容を品目・納入日等の項目に分けた受渡しの単位である。注文書における明細データと同一となる。ただし、１メッセージ＝複数取引の場合には、「取引内訳」＝「明細データ」とはならない。
        　　1メッセージ＝1取引　　　　　　　　 1メッセージ＝複数取引
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図3.2.1-1　1メッセージ＝1取引と1メッセージ＝複数取引の例

1.1.5　帳票データ
「帳票データ」とは、見積や注文のような取引や、出荷や請求のような金銭・物品の出納の内容を表すテキスト形式のデータをいう。郵送・手渡しで使われる帳票・伝票とほぼ同様の内容である。
1.1.6　技術データ
「技術データ」とは、各種アプリケーションが生成および読み込み可能なテキストまたはバイナリー形式のファイルの集合体である。技術データの中で、特にCADアプリケーションが生成および読み込み可能なデータを「CADデータ」という。
1.1.7　封筒情報
「封筒情報」とは、ファイル名やアプリケーションソフト名など、技術データの内容を表すテキスト形式のデータをいう。

1.1.8　技術データの受け渡しについて


技術データの受け渡しは、以下に示すように「1.封筒情報による伝送方法」と「2.外部参照による配信方法」の２つの方法が考えられる。

	＜1.封筒情報による伝送方法＞
封筒情報とは、各メッセージ（購買見積依頼／回答メッセージ、確定注文／注文請けメッセージ、出荷／入荷メッセージ、出来高報告／確認メッセージ等）の中で技術データ（現在のところCADデータのみ）の内容を表す情報である。

メッセージの中の封筒情報の有無と技術データの有無により、次のようなパターンでの伝送が可能である。


  以下の図では                　　の実線枠全体が1つのメッセージとなる。
  1.技術データを送らない場合
  　例:CADデータのない通常の「見積依頼情報」など



  2.技術データを送る場合
  　①帳票データと技術データを併せて伝送する。

      例:｢注文情報」とそれに関するCADデータなど



  　　封筒情報は省略することができる。


  　②封筒情報と技術データを伝送する。
  　　例:「技術データ情報｣､「CADデータ情報」など


  　③技術データのみを伝送する。
  　　例:｢メッセージなしデータ情報」
                   （CIIシンタックスルールVer.1.51以上に対応しているトランスレータは、属性として送信者、宛先等の必要最小限の情報（メッセージ グループヘッダー用の情報）を示すだけで、CADデータ等のファイルを送受信する機能を持っている。）



図3.2.1-2　封筒情報による伝送方法
	＜2.外部参照による配信方法＞
技術データの受け渡しは、情報伝達規約を電子メール方式とした場合、メッセージに添付して送信することも可能であるが、その容量等の関係から他の方法により取引当事者間で受け渡しすることも想定される。

その方法として、外部のデータセンターやWebサーバのサイトに技術データを置き、メッセージの中にその技術データが置かれているURLを示す情報を記述することにより、相手先に当該URLにアクセスさせ、技術データをダウンロードさせる方法がある。


  以下の図では                　　の実線枠全体が1つのメッセージである。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技術データの置き場所へアク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セス必要に応じダウンロード

　　　（外部データセンターやWebサーバのサイト）



図3.2.1-3　外部参照による配信方法
	


























	
























1.2　業務単位と情報種類の定義
CI-NET標準ビジネスプロトコルVer.1.5では、以下に定義される業務単位についての情報を交換することができる。

表3.2.1-4　情報種類の定義（1／3）
	業務単位

	情報種類


	定　義



	 1 見　積


	 1.1 建築見積依頼情報


	発注者が建築工事に係わる工事内容、物品の仕様などの見積条件を提示し、受注希望者に価格の見積を依頼する情報。

	
	 1.2 建築見積回答情報


	建築見積依頼情報に対して、受注希望者が建築工事に係わる見積を回答する情報。見積価格や他の見積条件を含む。

	
	 1.3 設備見積依頼情報


	発注者が設備工事に係わる工事内容、物品の仕様などの見積条件を提示し、受注希望者に価格の見積を依頼する情報。

	
	 1.4 設備見積回答情報


	設備見積依頼情報に対して、受注希望者が設備工事に係わる見積を回答する情報。見積価格や他の見積条件を含む。

	
	1.5 設備機器見積依頼
情報
	発注者が設備機器を始めとした資機材に係わる仕様や、当該資機材を使用する工事内容などの見積条件を提示し、受注希望者に価格の見積を依頼する情報。

	
	1.6 設備機器見積回答

情報
	設備機器見積依頼情報に対して、受注希望者が設備機器に係わる見積を回答する情報。見積価格や他の見積条件を含む。

	 2 購買見積
	 2.1 購買見積依頼情報


	発注者が建設工事に係わる工事内容、物品の仕様などの見積条件を提示し、受注希望者に価格の見積を依頼する情報。

	
	 2.2 購買見積回答情報


	購買見積依頼情報に対して、受注希望者が回答する見積情報。見積価格や他の見積条件を含む。

	
	2.3 見積不採用通知情
報
	発注者が受注希望者に対して、購買見積回答情報による受注希望者の見積を採用しない旨を通知する情報。


表3.2.1-4　情報種類の定義（2／3）
	業務単位


	情報種類


	定　義



	
	
	

	 3 注　文


	 3.1 確定注文情報


	発注者が受注希望者に対し、発注を行い、契約を申し込む情報。件名や品名、納期、価格、納地などの注文要件が含まれる。受注希望者の承諾により契約が成立する。

	
	 3.2 注文請け情報


	確定注文情報による発注申し込みに対し、受注希望者が受諾する旨を通知する情報。発注条件と異なる条件での受諾意思の提示の場合、新たな個別契約の手続きを行う。契約の成立により受注希望者は受注者となる。



	
	 3.3 鑑項目合意変更申
込情報*1 
	発注者が受注者に対し、既に成立している個別契約に対して両者協議のうえ合意した内容の変更を申し込む情報。受注者の承諾により変更が成立する。

	
	 3.4 鑑項目合意変更承
諾情報*1 

	鑑項目合意変更申込情報による個別契約内容の変更申込に対し、受注者が受諾する旨を通知する情報。

	
	 3.5 合意解除申込
情報
*2
	発注者が受注者に対し、既に成立している個別契約に対して両者協議のうえ合意した解除を申し込む情報。受注者の承諾により打切が成立する。

	
	3.6 合意解除承諾情報
	合意解除申込情報による個別契約の解除申込に対し、受注者が受諾する旨を通知する情報。

	
	 3.7 一方的解除通知情
報
	発注者が受注者に対し、あるいは受注者が発注者に対し、個別契約の解除を告知する情報。

	
	 3.8 合意打切申込
情報
*3
	発注者が受注者に対し、既に成立している個別契約に対して両者協議のうえ合意した打切の内容を申し込む情報。受注者の承諾により打切が成立する。

	
	 3.9 合意打切承諾情報
	合意打切申込情報による個別契約の打切申込に対し、受注者が受諾する旨を通知する情報。

	
	3.10 一方的打切通知
情報
	発注者が受注者に対し、あるいは受注者が発注者に対し、個別契約の打切を告知する情報。

	4 納　入


	 4.1 出荷情報


	受注者が発注者に対し、受注した物品の一部または全部を出荷したことを示す情報。



	
	 4.2 入荷情報


	発注者が受注者に対し、納入された物品の一部または全部の受領を確認したことを示す情報。


*1　CI-NETメッセージの全体情報部分（鑑項目）の軽微な変更に限って使用する。

*2　個別契約の解除とは、解除時点において契約対象が着工されていない場合に、個別契約自体が当初から無かったこととする契約措置をいう。
*3　個別契約の打切とは、打切時点で既に契約対象工事が着工されている場合に、打切時点における出来高を精算し、精算分以外の個別契約を無かったこととする契約措置をいう。





表3.2.1-4　情報種類の定義（3／3）


	業務単位


	情報種類


	定　義



	
	
	

	5 出来高
	 5.1 出来高要請情報


	発注者が受注者に対し、出来高報告作成のために必要な情報を伝達する情報。

	
	 5.2 出来高報告情報


	受注者が発注者に対し、１つの取引の特定期間における工事の出来高、物品の納入量を報告する情報。

	
	 5.3 出来高確認情報


	発注者が受注者に対し、１つの取引の特定 期間における工事の出来高、物品の納入量を査定した結果を通知する情報。

	6 立　替


	6.1 立替金報告情報


	発注者が受注者に対し、１つの作業所あるいは1つの取引の特定期間における立替の内容、金額を報告する情報。

	
	6.2 立替金確認情報


	受注者が発注者に対し、１つの作業所あるいは1つの取引の特定期間における立替の内容、金額を査定した結果を通知する情報。

	7 支　払

	 7.1 請求情報


	受注者が発注者に対し、１つの取引の特定期間における工事の出来高、または売掛金に関する金額を示し、その支払を請求する情報。

	
	 7.2 請求確認情報


	請求情報に対し、発注者が査定し支払を認めた金額を受注者に通知する情報。

	
	 7.3 支払通知情報


	発注者が受注者に対する買掛金額高のうち当月支払分について支払金額とその方法を通知する情報。

	
	 7.4 総括請求情報
	受注者が発注者に対し、複数の取引の売掛金に関する金額を示し、その支払を請求する情報。

	8 技　術

   データ

 　交　換

	 8.1 技術データ情報*4

	技術データおよび、技術データの内容を説明する封筒情報。



	
	 8.2 CADデータ情報


	CADデータの内容を説明する封筒情報、およびそのCADデータ。



	
	 8.3 メッセージなし

データ情報*5
	メッセージを伴わない技術データ（CADデータを含む｡）


*4　技術データ封筒メッセージについては現在未策定であり、標準ビジネスプロトコルでは使用するデータ項目の規定をしていない。
*5　「メッセージなしデータ情報」は標準メッセージが制定されていないテキストまたはバイナリーデータをそのままCIIシンタックスルール1.51以上を利用して伝送する際に使用する。CADデータを封筒情報なしに伝送するためにも使用することができる。





	
	
	

	

	

	

	
	

	

	
	

	

	
	
	

	



	

	


	
	

	


	
	

	







なお、業務単位と情報種類の関係を図示すると次のようになる。

図3.2.1-5　業務単位と情報種類の関係イメージ（1／2）

図3.2.1-5　業務単位と情報種類の関係イメージ（2／2）
1.3　システム運用情報
CI-NET標準ビジネスプロトコルVer.1.5で定義する情報種類以外に、システム運用上、必要な交換情報がある。
表3.2.1-6　システム運用情報

	項　　目


	種　　　類


	内　　　容



	システム運用


	 受信確認情報*1
	情報の受信者が発信者に対し送信された情報を受け取ったこと、および受信した情報についての構文チェックの結果を連絡する情報。



	
	 0件データ情報*1
	発信者が受信者に対して、受信すべきデータがない（0件）ことを伝達するための情報｡

	
	 エラー情報*1
	VANの振り分け処理でエラーとなった場合、エラーが発生したことを発信者側のVAN経由で発信者に伝達するための情報。




　*1　CI-NET運用諸規則「第4章 第2節　CI-NET運用ルール」参照
2　標準メッセージフォーマット

2.1　メッセージ構造
１つのメッセージは、取引全体についての情報を表す部分（全体情報）と、取引内訳などの個々の情報の集まりである部分（明細情報）の２つの部分で構成される。
[image: image1.wmf]2009

年

3

月

1

日

見積書

No.

　

0000002

基本契約書

No. 0000001

株式会社ＥＤＩ総合建設

建築本部　営業担当　

鈴木　様

住所

〒

100-0004 

東京都千代田区大手町

1-2-3

会社名

株式会社ＣＩ設備工業

代表

山田　太郎

担当者

見積部

三森　次郎

会社コード

２１００００

TEL

03-3123-4567

FAX

03-3123-9999

下記の通りお見積もりいたします。

工事内容

ＣＩ−ＮＥＴ設備工事

見積金額計

￥

430,000

数量

１式

消費税額

￥

21,500

金額

￥

451,500

工事名

ＣＩ−ＮＥＴビル建設工事

工事場所

東京都港区虎ノ門

4-2-12

工事コード

４１２９

連絡先

TEL

　

03-5473-4573

FAX

　

03-5473-4580

工事内容

ＣＩ−ＮＥＴ設備工事

工期

2009

年

 4

月

1

日〜

2010

年

 3

月

31

日

支払条件

支払基準による

精算条件

一式無増減

受渡方法

作業所納入

運送費用負担

弊社支払

受渡条件

納入時検収

見積有効期限

2009

年

3

月

31

日
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図3.2.2-1　紙ベースでの帳票における全体情報と明細情報の区分け



全体情報のデータ項目はタグ№1001～1199、№300～1399および№1600～1699が与えられ、メッセージの前半部分を構成する。全体情報のデータ項目のうち、マルチ明細が定義されている項目については、マルチ明細による繰返しが可能である。（例えば、図3.2.2-2における［1011］参照CADデータ番号、［1012］参照CADデータ名称、［1048］受渡し条件、［1136］備考）
明細情報のデータ項目はタグ№1200～1299、№1400～が与えられ、メッセージの後半部分を構成する。１明細データは［1200］明細コードから始まり、［1532］明細別CADデータ取扱い付帯事項で終わり、明細行の１行に相当する。さらに、この中でマルチ明細が定義されている項目は、明細データ内でさらに繰り返しが可能なデータ項目である（マルチ明細のネスト）。（例えば、図3.2.2-2における［1212］明細別取引件名（支払件名）～［1215］補助摘要、［1251］明細別備考欄、［1532］明細別CADデータ取扱い付帯事項）





【凡例】
　　　　　　　↑　　　　↑
　　　　　 タグ番号　データ項目名
図3.2.2-2　メッセージ構造




2.2　データ項目定義一覧表について
ここでは、「第3章 第2節 2.4 データ項目定義およびマトリックス」、および「第3章 第2節 2.5 標準メッセージ一覧表」の表の見方を解説する。
表3.2.2-3　データ項目定義およびマトリックス（抜粋：定義例）
	CI
|
NET№

	タグ
№

	項　目　名

	属性

	文字数

	少数

	マルチ

	CD

	消費税込

	購買見積依頼

	購買見積回答

	確定注文

	CADデ｜タ封筒
	摘 要


	10
	1
	データ処理№
	9
	5
	
	
	
	
	●
	●
	●
	●
	受信者での受信データの処

	20
	2
	情報区分コード
	X
	4
	
	
	*
	
	●
	●
	●
	●
	情報の種類を示すコード。

	30
	3
	データ作成日
	9
	8
	
	
	
	
	◎
	◎
	◎
	▲
	メッセージデータを作成し


表3.2.2-4　標準メッセージ一覧表（抜粋：定義例）
	CI

|

NET№

	タグ

№

	項　目　名


	属性


	文字数


	少数


	マルチ


	CD


	消費税込


	購買見積依頼


	購買見積回答


	摘 要



	10
	1
	データ処理№
	9
	5
	
	
	
	
	●
	●
	受信者での受信データの処理順序

	20
	2
	情報区分コード
	X
	4
	
	
	*
	
	●
	●
	情報の種類を示すコード。

	30
	3
	データ作成日
	9
	8
	
	
	
	
	◎
	◎
	メッセージデータを作成した年月


2.2.1　CI-NET №
　CI-NET №は、データ項目定義一覧表上において利用者が理解しやすいよう便宜的に設けた番号であり、CIIシンタックスルールとは無関係である。
2.2.2　データ項目タグ番号（タグ№）
　CIIシンタックスルールでは、データ項目はデータ項目タグ番号（以下「タグ№」という）により識別する。データ項目タグ番号は本標準ビジネスプロトコル内において［　］で囲み表記する。
　メッセージは、全体情報と明細情報に分けられる。全体情報に関するデータ項目には、タグ№1001～1199、№1300～1399および№1600～1699を割り当て、明細情報に関するデータ項目には、タグ№1200～1299および№1400～を割り当てる。明細情報のうち、技術情報に関するデータ項目には、タグ№1500～1599を割り当てる。以後、タグ№が不足した時点で1700番以降を利用する。ただし、他の産業（JEITA等）と共通なデータ項目については、そのタグ番号を使用する。
　なお、表3.2.2-5の表ではタグ番号の頭桁に0を付けて表現しているが、それ以外の各データ項目のタグ番号については、その0を省略して表現している。
表3.2.2-5　データ項目のタグ番号の割り当て
	タグ番号
	                     割り当て

	00000 ～ 01000
	他の産業（JEITA等）との共通なデータ項目

	01001 ～ 01199
	 全体情報に関するデータ項目

	01200 ～ 01299
	 明細情報に関するデータ項目

	01300 ～ 01399
	 全体情報に関するデータ項目

	01400 ～ 01499
	 明細情報に関するデータ項目

	01500 ～ 01599
	 技術情報に関するデータ項目

	01600 ～ 01699
	 全体情報に関するデータ項目

	01700 ～ 01799
	 リザーブ

	01800 ～ 01899
	 リザーブ

	01900 ～ 01999
	 リザーブ

	02000 ～
	 他の産業との共通なデータ項目


2.2.3　属性
データ項目内に使用する文字の種類は次の４つとする。

Ｘ属性・・・JIS-X0201で定義される8bit文字列の文字データ。

Ｋ属性・・・JIS-X0208で定義される16bit文字列の文字データ。漢字などが含まれる。文字数の２倍のバイト数を必要とする。

９属性・・・符号無し固定小数点の数値で、JIS-X0201で定義される8bit文字列の「0」～「9」の数字で示す。負数は含まれない。有効桁より左側にある「0」は省略できる。小数点は暗示的に示され、その桁数はデータ項目定義で示される。

Ｎ属性・・・浮動小数点の数値で、JIS-X0201で定義される8bit文字列の「0」～「9」の数値文字、「＋」、「－」の符号表示用文字、「．」の小数点表示文字で表される。符号は数値の先頭につける。0は常に正数で「＋」符号は省略できる。「－.562」や「62.」という表現も許される。
2.2.4　文字数
文字データ（Ｘ属性、Ｋ属性）では最大文字数を示す。数値データ（９属性、Ｎ属性）では整数部の最大桁数を示す。この時、小数点以下の桁数は文字数に含まれない。小数点、符号も文字数に含まれない。データ項目定義で小数桁数を指定されている場合、有効桁より左側にある「０」は省略できる。
2.2.5　小数
数値データ（９属性、Ｎ属性）の小数点以下の最大桁数を示す。
2.2.6　M（マルチ）
　「M」はマルチ明細項目であることを示す。「M1」「M2」の番号は、マルチ明細を特定する番号を表す。「M7」「M8」「MC」のデータ項目は、それぞれ、「M6」のレベル１のセグメントに含まれるレベル２のセグメントである。「M7」「M8」「MC」以外のデータ項目はCIIシンタックスルールにおけるレベル１のセグメントである。CIIシンタックスルールの拡張モードにおいて、各マルチ明細で使用するマルチ明細ヘッダーコードを表に示す。
表3.2.2-6　標準ビジネスプロトコルで使用するマルチ明細ヘッダーコード

	     マルチ明細項目番号

	 マルチ明細ヘッダーコード


	
	

	 　レベル１

	
	

	
	   レベル２

	

	   　Ｍ１
	          ＦＡ３１

	   　Ｍ２
	          ＦＡ３２

	   　Ｍ３
	          ＦＡ３３

	   　Ｍ４
	          ＦＡ３４

	   　Ｍ５
	          ＦＡ３５

	   　Ｍ６
	          ＦＡ３６

	
	     Ｍ７

	          ＦＡ３７

	
	     Ｍ８

	          ＦＡ３８

	
	     ＭＣ

	          ＦＡ４３

	     Ｍ９
	          ＦＡ３９

	     ＭＡ
	          ＦＡ４１

	     ＭＢ
	          ＦＡ４２

	     ＭＤ
	          ＦＡ４４

	     ＭＥ
	          ＦＡ４５

	     ＭＦ
	          ＦＡ４６

	     ＭＧ
	          ＦＡ４７

	     ＭＨ
	          ＦＡ４８

	     ＭＩ
	          ＦＡ４９

	     ＭＪ
	          ＦＡ４Ａ

	     ＭＫ
	          ＦＡ４Ｂ

	     ＭＬ
	          ＦＡ４Ｃ

	     ＭＭ
	          ＦＡ４Ｄ

	     ＭＮ
	          ＦＡ４Ｅ

	     ＭＯ
	          ＦＡ４Ｆ

	     ＭＰ
	          ＦＡ５０

	     ＭＱ
	          ＦＡ５１

	     ＭＲ
	          ＦＡ５２

	     ＭＳ
	          ＦＡ５３

	     ＭＴ
	          ＦＡ５４

	     ＭＵ
	          ＦＡ５５

	     ＭＶ
	          ＦＡ５６

	     ＭＷ
	          ＦＡ５７

	     ＭＸ
	          ＦＡ５８

	     ＭＹ
	          ＦＡ５９

	     ＭＺ
	          ＦＡ６０

	     ＭＡ１
	          ＦＡ６１

	     ＭＡ２
	          ＦＡ６２

	     ＭＡ３
	          ＦＡ６３


2.2.7　CD

　一覧表のCD欄の「＊」は、標準ビジネスプロトコルで定められた「CI-NET標準データコード」を使用するデータ項目であることを示す。CI-NET標準データコードについては「第3章 第2節 3 CI-NET標準データコード」で規定する。

2.2.8　税込
　一覧表の消費税込（税込）欄の「＊」は、金額に消費税を含むデータ項目であることを示す。これ以外のデータ項目の金額については、原則として消費税を含めない価格を示す。消費税の取扱いについては「第3章 第3節 5 消費税の取扱い」で規定する。
2.2.9　必須項目であるか等の分類
　メッセージを構成するデータ項目は、その必要性に応じ「必須項目」「必要項目」「選択項目」「CAD必要項目」「CAD選択項目」「次期バージョン削除項目」の６種類に分類される。

「必須項目」・・・メッセージの処理に不可欠なキーとなるデータ項目で、省略のできないデータ項目である。一覧表では「●」で示す。

「必要項目」・・・メッセージを構成する上で必要なデータ項目であり、省略しないことが望ましい。一覧表では「◎」で示す。

「選択項目」・・・メッセージの送信者が必要に応じて使用を選択できるデータ項目である。一覧表では「○」で示す。

「CAD必要項目」・・CADデータの伝送時に必要なデータ項目であり、CADデータを伝送する場合は、省略しないことが望ましい。一覧表では「▲」で示す。

「CAD選択項目」・・CADデータを伝送時に必要に応じて使用を選択できるデータ項目である。一覧表では「△」で示す。
「次期バージョン削除項目」・･次期バージョンでは削除するため、メッセージを構成する上で使用しないことが望ましいデータ項目である。一覧表では「▽」で示す。

2.2.10　年月日および時分秒（「建設業許可日」以外の項目）
（1）年月日を示すデータ項目
年月日を示すデータ項目については、９属性とし、左から、年、月、日をアラビア数字で記入する。
年は西暦４桁を記入する。「：」「／」などの区切り文字は使用できない。
YYYY　MM　DD
 
 西暦   月   日
例：  2009　 01　 03 ＝ 2009年1月3日
図3.2.2-7　年月日のデータの順序
（2）年月日および時分秒を示すデータ項目
年月日および時分秒を示すデータ項目については、Ｘ属性とし、左から、年、月、日、時間、分、秒をアラビア数字で記入する。
年は西暦４桁を記入し、時間は24時間表示で記入する。「：」「／」などの区切り文字は使用できない。
年、月、日については省略できないが、時間、分、秒については省略が許される。省略された部分より右側の内容は、記入することができない。（例えば、時間を省略した場合、分、秒はデータに記入できない。）
YYYY　MM　DD　HH　MM　SS

 西暦   月  　日  時間  分  秒
例：  2009　  01   03　 16　 24   35＝2009年1月3日16時24分35秒
図3.2.2-8　年月日時分秒のデータの順序
2.2.11　年月日（「建設業許可日」を示す項目）
建設業許可日を示す次の項目については、ここに定める方法により年月日を記入する。

　　　CI-NET№［ 460］　タグ№［1168］受注者建設業許可日
　　　CI-NET№［ 610］　タグ№［1172］発注者建設業許可日
建設業許可日は和暦で示すため、他の年月日に関するデータ項目と異なり、属性をＫとして文字データとして取り扱う。入力文字は漢字、アラビア数字を使用し、和数字は使用しない。文字数は11文字とする。

第1桁～第2桁目は年号を示す。第3桁～第4桁目は年度、第6桁～第7桁目は月、第9桁～第10桁目は日を示す。第5桁目は「年」、第8桁目は「月」、第11桁目は「日」で固定である。各年月日の数字は右詰めとし、空白が生じても左詰めしない。

                   　　    　　   固      　  固　        固
                   年号    年数   定    月    定     日   定

	A1
	A2
	Y1
	Y2
	年
	M1
	M2
	月
	D1
	D2
	日


　　　　　【例】　平　成　１　４　年　□　３　月　１　０　日
　　　　　　　　　　　　　右詰め　　 　右詰め

図3.2.2-9　年月日のデータの順序


2.3　
メッセージの種類
　CI-NET標準ビジネスプロトコルVer.1.5で使用するメッセージは、以下の３２種類である。（技術データ封筒メッセージは現在未策定である。便宜的に「CADデータ封筒メッセージ」を使用して、あるいは「メッセージなしデータ情報」の方式で技術データを送受信することができる。）
表3.2.2-10　メッセージの種類（1／2）
	 eq \o\ad(業務単位,　　　　　　　　)
	 eq \o\ad(情報種類,　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	メッセージの種類
	備　　考

	 1 見　積


	 1.1 建築見積依頼情報
	 建築見積依頼メッセージ
	

	
	 1.2 建築見積回答情報
	 建築見積回答メッセージ
	

	
	 1.3 設備見積依頼情報
	 設備見積依頼メッセージ
	

	
	 1.4 設備見積回答情報
	設備見積回答メッセージ
	

	
	 1.5 設備機器見積依頼情報
	設備機器見積依頼メッセージ
	

	
	 1.6 設備機器見積回答情報
	設備機器見積回答メッセージ
	

	2 購買見積


	 2.1 購買見積依頼情報
	 購買見積依頼メッセージ
	

	
	 2.2 購買見積回答情報
	購買見積回答メッセージ
	

	
	 2.3 見積不採用通知情報
	見積不採用通知メッセージ
	


表3.2.2-10　メッセージの種類（2／2）
	 eq \o\ad(業務単位,　　　　　　　　)
	 eq \o\ad(情報種類,　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	メッセージの種類
	備　　考

	 3 注　文


	 3.1 確定注文情報
	 確定注文メッセージ
	

	
	 3.2 注文請け情報
	 注文請けメッセージ
	

	
	 3.3 鑑項目合意変更申込情報
	 鑑項目合意変更申込メッセージ
	

	
	 3.4 鑑項目合意変更承諾情報
	 鑑項目合意変更承諾メッセージ
	

	
	 3.5 合意解除申込情報
	 合意解除申込メッセージ
	

	
	 3.6 合意解除承諾情報
	 合意解除承諾メッセージ
	

	
	 3.7 一方的解除通知情報
	 一方的解除通知メッセージ
	

	
	 3.8 合意打切申込情報
	 合意打切申込メッセージ
	

	
	 3.9 合意打切承諾情報
	 合意打切承諾メッセージ
	

	
	 3.10 一方的打切通知情報
	 一方的打切通知メッセージ
	

	4 納　入
	 4.1 出荷情報
	 出荷メッセージ
	

	
	 4.2 入荷情報
	 入荷メッセージ
	

	5 出来高
	 5.1 出来高要請情報
	 出来高要請メッセージ
	

	
	 5.2 出来高報告情報
	 出来高報告メッセージ
	

	
	 5.3 出来高確認情報
	 出来高確認メッセージ
	

	 6 立　替


	 6.1 立替金報告情報
	 立替金報告メッセージ
	

	
	 6.2 立替金確認情報
	 立替金確認メッセージ
	

	 7 支　払

	 7.1 請求情報
	 請求メッセージ
	

	
	 7.2 請求確認情報
	 請求確認メッセージ
	

	
	 7.3 支払通知情報
	 支払通知メッセージ
	

	
	 7.4 総括請求情報
	 総括請求メッセージ
	

	 8 技　術

   データ

   交　換


	 8.1 技術データ情報※１
	 技術データ封筒メッセージ
	 現在未策定


	
	 8.2 ＣＡＤデータ情報
	 ＣＡＤデータ封筒メッセージ
	CADデータに関する封筒情報

	
	 8.3 メッセージなし

データ情報※２
	
	封筒メッセージ を使用しない


*1　技術データ封筒メッセージについては現在未策定であり、標準ビジネスプロトコルでは使用するデータ項目の規定をしていない。
*2　メッセージなしデータ情報には、メッセージが付属しないため、標準ビジネスプロトコルでは、情報区分コード以外の規定はしていない。
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       　　　　注　文　書


 　○○商社様


 　　下記の通り注文いたします。





�
�
品名


�
摘要


�
�
�
�
�
 No.


�
�
�
�
金　額


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
生コン


�
FC12


�
100m3


�
�
�
�
 1010


�
�
�
�
￥62,000 →明細データ
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�
�
�
�
�
　　  ∥


�
�
�
�
生コン


�
FC15


�
 20m3


�
�
�
�
 1020


�
�
�
�
￥50,000  　取引内訳


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
   ：


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
        　明細


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�















         支　払　通　知　書


 　○○建設様


 　　下記の通りお支払します。





�
�
取引件名工　事　名


�
�
�
�
 注文No.


�
�
 支払金額


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
生コン打込


�
�
�
�
 A123-45


�
�
￥312,000　 →明細データ


�
�
�
�
�
�
 　  ∥


�
�
�
�
ドア取付


�
�
�
�
 B456-12


�
�
 ￥50,000 　   取引


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
    ：


�
�
　　　　 　明細


�
�
�
�
�
�
�
�































































帳票データ（技術データが置いてあるURL情報も含む）












































































































































































































































技術データ





技術データの内容を説明する封筒情報





技術データ











技術データ





帳票データ











技術データ





帳票データ











技術データの内容を説明する封筒情報





技術データ





帳票データ

















技術データ











全体情報





明細情報











帳票データ








技術データ





技術データの内容を説明する封筒情報





帳票データ














技術データ











技術データ





技術データ





技術データ





差し替え要





全体情報





図3.2.2-43　（明細情報）内訳明細書のイメージ





→明細ﾃﾞｰﾀ


　　∥


取引内訳





明細





取り扱いについて要検討自由使用欄を削除





取り扱いについて要検討





取り扱いについて要検討





XXXX　●●●●






































































































































全体情報








明細情報








全体情報








フロー図を新規に追加











用語統一








参照先変更





凡例を追加





→明細ﾃﾞｰﾀ


　 　∥


取引





明細





標準化委員会での指摘：標準BPとしては例が具体的過ぎないか





技術データ





技術データの内容を説明する封筒情報





技術データ





帳票データ








技術データ





帳票データ








標準化委員会での指摘：標準BPとしては例が具体的過ぎないか





標準化委員会での指摘：標準BPとしては例が具体的過ぎないか





淺野様指摘：図中に［タグ№］［項目名／内容］と見出しをつけたほうがいいのでは








淺野様指摘：タグ番号の頭桁の0を省略する場合は、その旨の説明をしたほうがいいのでは








淺野様指摘：本ページと次ページの順序を入れ替えたほうがいいのでは。





参照先変更








追加





タグを追加








図表を新規追加





図表を新規追加





図表を刷新





新規にメッセージ追加





タグを追加
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（Ver.1.5）

